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１．はじめに
　国際会計基準審議会（International Accounting Standards Board; IASB），
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いる（IASB 2009, paras.14-15; 企業会計基準委員会 2005, ４項）。
























2. 3. 1　 米国財務会計基準書第123号公開草案
─報酬費用の未費消分に関するオンバランス処理


































































































































































































も企業の経済活動の多くを占めているとされる（Paton and Littleton 1940, 11; 
中島訳 1958, 18; 井尻 1968, 111など）。そして，交換取引において発生した収
益および費用は，交換時の対価額（取引価額）により測定され，事実（交換取
引）の因果関係が財務諸表の構成要素である資産・負債・資本・収益・費用に































































































































































と論じられているのである（Wojdak 1969; 井尻 1975; Ijiri 1980; Johnson and 








































































































































































































































































































130 早稲田商学第 433 号
在や現在までの事実）にてらして比較することにより随時改訂されることとな










2004, 9-10; 辻山 2007a, 33）。実際，企業価値評価において現在しばしば知られ
ている割引配当モデル，フリーキャッシュフロー・モデル，および残余利益モ
デルでは，配当予測，将来のフリーキャッシュフロー，および将来利益の予測
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